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99　　 　 　 ヒ ト卵巣 粘 液性嚢胞 腺腫 瘍 に 於 け る

K −
　ras 点突然 変 異及 び Proliferacion　 Index の 検 討

100　　　　 ヒ ト婦人科由来細胞 株を用 い たRb蛋白

とhSC　 73の 選択的分子会合
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【目的】 従来よ り卵巣癌 で は，K −
ras の 点 突然 変

異 の 頻度 は 低 い と さ れ て き た 。 しか し，そ れ ら の

報 告を検討 す る と，粘 液性嚢胞腺癌 に 関 して は そ

の 頻度が 高 い よ うに 思 われ た 。 そ こ で 今 回我 々 は ，

卵巣 粘液性襞胞腺腫瘍 に限定 し，そ の 腫瘍特異性

の
一

端 を 明 らか に する た め ，K −
ras 遺伝子点突然

変異（RM ，）及び ，
　Proliferation　Index （？．1） の 検討

を行 っ た。

【方法 】 ヒ ト卵巣 粘液性嚢胞 腺腫瘍 56例 （良性 17

例 ，境界悪 性 15例，悪性 24例） に 対 し，
ck

−
ras

codon ユ2P ．　M を PCR 法 及 び det　 bl。 t　 hybcidi −

zation 法，　 P ．1 を Flow　 cytometry 法を用 い て 検

討 し た 。

【成績 】 ？．M は 全 症例中 11例 （19．6％）， 境 界 悪性

の み で は 2 例 （13．3％）， 悪性群 の み で は 9例（37．5

％）で あ っ た。良 性 群 で は
一例 も認 め られず，境界

悪性群以 上 に 限定す る と 28．2％ で あ っ た 。 P ．M の

有無 に よ りそ の 予 後 に有意 差 が 認 め ら れ た。P．1

は良 性群 26．75 ± 24．8，境界悪性群 5．4，　7　5士 20．3，

悪性群 60．90 土 18．O で あ り， 良 性群 に 対 し他 の 二 群

が有意 に 高 い 値 を 示 した。

【結 論 】卵巣 粘液性嚢胞腺腫瘍 に お い て K −
ras

P ．M は 癌化 へ の early 　 event で あ る 可能性 を 示 し

た。粘液性嚢胞腺 癌 は，従来報 告 さ れ て き た卵巣

癌 全体 と し て の P．M よ り も高 い 値 を示 した 。 こ の

事は今後 ， 組織 型 別 癌 遺 伝 子検索 の 必 要 性 を 考 え

さ せ られ た 。 P．1 は境界 悪性群，良性群 を 鑑別す

る際 の 傍証 と な り得 る 可能 性 を 示 し た。

［目的］昨年，変異型 p53蛋白と73kD　heat　 sho −

ck　 cognate　 protein （hsc　73）が選択的に分子会合

する とい うこ とを報告 した 。 同 じ癌抑制遺伝子産

物で あるRb蛋白に っ い て も種 々 の 細胞蛋白と複合

体を つ くり， それ らの 蛋 白の機能 を調節すること

により細胞周期を制御 して い るの で はな い か と想

像 されて い る。 今回，我 々 はRb蛋白とhsc　73が選

択的に分子会合 して い るこ とを確認 したの で報告

する。

［方法］細胞株は ヒ ト婦人科由来の 卵巣癌株TYK−

nli， またHeLaを用い
，
　O．5％CHAPS　 lysis　blifferに

て ceil 　 lysateを作製 した 。
　 AffigeHgG に抗Rb抗

体 ， 抗hsc 抗体を結合 させ ， そ の 後に cell　 lysate

を反応させ た。 その 免疫沈降物を SDS−PAGE，　 West−

ernblot を行 っ た後 ， 酵素抗体法で 検出した 。

［成績コRb蛋白（110kD）を認識する Mh−Rb−02Pで

免疫沈降す ると， hsp　70　subfamily の ひ とっ であ

るhsc　73を認識する 3a3で は検出で きたが，　 sub −

familyの hsp　72を認識する C92で は検出で きなか

っ た 。 逆 に， 3a3で免疫沈降して も Mh−Rb−02Pに

て 検出で きた 。
また，この 分子会合物を ATPに て

incubateするとdose−dependentに dissociateした

が ， ADP，
　 ATP　7　S で は dissociateしなか っ た 。

　［結論］ 1． 婦人科癌細胞株に おい て Rb蛋白は

hsp　70sllbfami1yの うち hsc　73と選択的に会合す

る事をは じめ て 報告 した。 2．　 こ の 分子会合は

ATP−dependentに dissociateした 。
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